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2月 10日：優良大型株を中心に下落 

昨日は優良大型株を中心に幅広く売りが広がり、VN インデックスは前日から 1.07％下

落し 930.73 ポイントで引けた。 

ホーチミン市場の売買代金は前日の 3.1 兆ドン（1 億 33 百万ドル）から 2.19 兆ドン

（94 百万米ドル）に減少し、過去 2 週間で最低水準となった。 

ホーチミン市場では 220 銘柄が下落したのに対し 122 銘柄が上昇した。大型株 30 銘柄

からなる VN30 指数は 1.23％下落し、22 銘柄が下落したのに対し上昇したのは 3 銘柄

だった。 

VN30 指数では銀行株がすべて下落し、資産規模で上位 3 行の一つである BIDV 銀行

（BID)は 5％下落した。他の 2 行もベトコムバンク（VCB）が 1.2％、ベッティンバン

ク（CTG)が 1.1％それぞれ下落した。  

他に下落した大型株ではバオベト（BVH)が 3.8％、準大手銀行の VP バンク（VPB)が

3％、ビンコムリテール（VRE)が 2.8％それぞれ下落した。 

モバイルワールド（MWG)、ペトロベトナムパワー（POW)などもそれぞれ 2.7％、

2.3％下落した。   

ホーチミン市場の時価総額の上位 2 社であるビングループ（VIC)と、不動産子会社の

ビンホームズ（VHM)はそれぞれ 0.6％、0.9％下落した。  

ベトナム最大のビールメーカーであるサイゴンビール（SAB)と食品コングロマリット

のマサングループ（MSN)は変わらずだった。 

不動産デベロッパーの FLC ファロス建設（ROS)と͡コテコン建設（CTD)は急騰し、制

限値幅いっぱいまで上昇した。  

ROS は VN30 銘柄の中で、過去 1 か月で最も値下がりが大きい銘柄だった。 

CTD も 2019 年は不動産市場の減速と建設資材の高騰を受け、四半期決算ごとに減益

となっていたことから第 4 四半期に大きく下げていた。しかし先週水曜日から反発し 4

営業日連続で上昇した。  
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中小型株中心のハノイ取引所では、HNX 指数が 0.9％下落し、UPCOM 指数は 0.7％

下落した。 

外国人は 4 日連続で売り越していたが、昨日は 300 億ドン（129 万ドル）を買い越し

た。主な買い越し銘柄はビンホームズ（VHM)、ホアファットグループ（HPG)などだ

った。 
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